
新潟県獣医師会とモンゴル獣医師会を通じたモンゴル農業大学 
との交流の始まり 

 
 
平成１２年にモンゴルでは大寒波による雪害で山羊、馬、牛等の家畜が死亡する大被害

を受け、畜産振興を支援するためモンゴル獣医師会を通じて支援金を送ったことを契機に、

モンゴル農業大学での獣医師育成の支援を要請され、モンゴル獣医師会「新潟基金」とし

てモンゴル獣医師会との間で調印して始まった。モンゴルの獣医師養成大学はモンゴル農

業大学校 1 校しかない。（獣医学科５年制） 
モンゴル農業大学では、獣医学を学ぶ優秀な学生への援助のため奨学制度を創設した。 

 
 調印式は、平成 13 年 9 月 1 日モンゴル農業大学校の新学期式に併せ、当時布施会長以

下５名で友好訪問し、学生の前で執り行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

調印式の様子        2003 年 9 月 4 日 奨学生を囲んでのﾃﾞｨﾅｰﾊﾟｰﾃｨｰ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

     モンゴル農業大学              学ぶ学生たち 
 
 
  



モンゴル農業大学との懇談会を開催 

 

新潟大学６０周年記念事業に出席するため、新潟大学と交流しているモンゴル農業大学

の学長（獣医師）と副学長（獣医師）が新潟を訪問することに併せて、モンゴル大学の学

長から新潟県獣医師会関係者と懇談したいとの要望がありましたので、この機会を利用し、

モンゴル農業大学の学長・副学長からモンゴルの獣医療についてお話をいただき、一般参

加者を含め参加者 21 名で活発な意見交換がなされました。 

 

 日 時  平成２１年１０月１７日（土）  １３時３０分から 

 場 所  万代シルバーホテル  

 新潟市中央区万代 1-3-30 （℡025-243-3711） 

 

 懇談会  モンゴル農業大学 学 長 Dｒ. B. Byambaa  

                〃      副学長 Dｒ. A. Gombojav  

        内 容   「モンゴルの獣医療について」 

 

 

講演するモンゴル農業大学学長 Dｒ. B. Byambaa と    左 モンゴル農業大学 学 長 Dｒ. B. Byambaa                               

通訳する留学生ﾌﾞﾔﾝﾙﾊﾑ・ﾄｳﾑﾙｼﾞｬｳﾌﾞ          右 モンゴル農業大学副学長 Dｒ. A. Gombojav 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                  講演の様子 
  



モンゴル獣医師会長招聘セミナーを開催 

 
平成 12 年 6 月にモンゴル獣医師会へ雪害支援金を贈呈して以来、10 年が経過し、モンゴル

獣医師会「新潟基金」を支援する会の事業としては、平成 22 年度をもって終了することから、

モンゴル獣医師会会長を招聘し、セミナーを開催しました。 

モンゴル獣医師会 Dr.Batsaikhan Sodnom（ﾊﾞｯｻｲﾊｰﾝ ｿﾄﾞﾉﾑ）会長から、モンゴルの畜産事

情、獣医学教育、モンゴル獣医師会のこと、国の獣医事情、支援金の報告について講演をいた

だきました。出席者は新潟大学農学部の先生を含め 27 名で、講演後の質疑、歓迎パーティで

活発な意見交換がなされ交流を深めました。 

 

日 時  平成２２年１１月２８日（日）１４時から１６時 

場 所  新潟東映ホテル  

  新潟市中央区弁天２-１-６ （℡025-24４-71０1） 

講 演 モンゴル獣医師会 Dr.Batsaikhan Sodnom 会長 

内 容  「モンゴルの畜産、獣医学教育、獣医師会について」 

 

    講演するモンゴル獣医師会 Dr.Batsaikhan Sodnom（ﾊﾞｯｻｲﾊｰﾝ ｿﾄﾞﾉﾑ）会長 
 
 

モンゴル獣医師会｢新潟基金｣を支援する会田中会長 挨拶          意見交換の様子 
  



 

 

モンゴル獣医師会と交流協定を締結 （平成 23 年 9 月 1 日） 
 

モンゴル獣医師会「新潟基金」を支援する会（田中治

男会長、会員 73 名）は、2001 年から 10 年間にわたり

モンゴル獣医師会の奨学金制度「新潟基金」に対し支

援を行ってきたが、この基金によりモンゴル農業大学の

獣医学部の学生３１名が奨学金を受け、現在モンゴル

獣医界で大きな役割をはたしており、また、施設や機器

に恵まれない地方で活躍する獣医師にもこの基金は活

用され、大きな励みになっている。 
新潟県獣医師会は、国際交流事業の一環としてこの  調印後モンゴル獣医師会・モンゴル農業大学の先生と 

支援事業を継続実施するとともに、モンゴル獣医師会との交流を進めるため、このたび、モンゴル国訪問団を

結成、９月１日モンゴル農業大学の入学式でモンゴル獣医師会と協定書の調印を交わした。 
訪問団は、楠原征治（県獣会長）、宮川 保（県獣副会長）、田中治男（元支援する会会長）、坂田郁夫（蒲

原支部・開業）、坂田光子（坂田氏婦人・県議会議員）、水下健次（県獣前専務理事）、志賀逸郎（県獣監事）

及び遠藤恭介（県獣副会長）の８名で、８月 30 日新潟空港からソウル経由でウランバートルに入り、９月５日同

ルートで帰国した。 
モンゴル農業大学の入学式は、背広、ネクタイの正装で出席したが、晴天にもかかわらず風が冷たく寒かっ

た。新入生 2,000 名を前にモンゴル大統領が出席、農業国として新入生にかける期待が大きいことを熱く語ら

れた。第２ステージでモンゴル獣医師会バッサイハーン会長と楠原会長が挨拶され今後ますますの交流の強

化を確認、協定書の調印が交わされた。 
モンゴルでは、獣医師免許制度がなく、モンゴル獣医師会が国と連携して新たな認定制度を進めている。

獣医師は、モンゴル農業大学獣医学部（獣医大学は１校のみ）を卒業して３年後から５年ごとに研修を受け、こ

の認定を受けなければならない。また、獣医学部中退者、学生などは、「小獣医師」と呼ばれ獣医師に準ずる

者として獣医師とともに活動している。モンゴル獣医師会の会員は約 2,000 名であるが、その半数は小獣医師

とのこと。 
また、JICA 等の援助により家畜伝染病の診断・予防技術の向上はめざましく、施設、技術者等充実してき

ており、獣医学部の教育がそれに追いついていないとの話であった。 
今回は、特にモンゴル獣医師会の取計らいで、地方

の診療施設を視察させていただいた。ウランバートル市

内の施設は市設の診療施設で２名の獣医師と小獣医

師３名で、炭疽等の予防注射、寄生虫等の検査のほか、

小動物診療も行なっている。また、ウランバートル近郊

のナライハ市では、会社組織で女性獣医師が３箇所の

診療施設を開設し、獣医師２名、小獣医師２名と補助員

２名で約３万頭の家畜を対象に伝染病の予防注射と検   
ナライハ市の診療施設の前で          査を実施している。 

今回の訪問では、モンゴル獣医師会から移動の車、通訳の手配をいただき、訪問中は同会のエルデンクー

副会長からご案内いただいたほか、同獣医師会、モンゴル農業大学獣医学部主催の晩餐会にお招きいただ

くなど大歓待を受け、心から感謝申し上げたい。 
 


